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令和６年度学校評価（自己評価） 

秋田県立本荘高等学校全日制課程 

 １ ２ ３ 

項 

目 

校務一般について 

・ＰＴＡ、同窓会、地域連携等 

学習指導について 

・授業研究等 

生徒指導について 

・基本的生活習慣等 

具

体

的

な

目

標 

・全体的な視野で各分掌間の連

絡調整を図る。 

・ＰＴＡや諸機関との連携を密

にし教育環境の整備充実と活

性化に努める。 

・成績処理方法と処理日程を適

切に提示することで、通知票

発送後にミスが発覚する状況

をなくす。 

・規律ある生活態度の確立[学

習環境の美化] 

・校内生活時間の順守[ベル着

ベル授業] 

・ネット関係モラルの啓発[ス

マホ、ネット使用マナー] 

目

標

達

成

へ

の

方

策 

・校務運営活性化促進のため、

各分掌間で継続的に連絡をと

りあう。 

・危機管理マニュアルの追加項

目の確認・見直しを継続す

る。 

・ＰＴＡや各分掌と連携し、職

員も協力して広報活動を充実

させる。 

・まとめ入力から日々入力への

移行によって業務を軽減し、

処理時間を短縮する。 

・内規やマニュアルを確認し、

教科単位で処理を進める。 

・教務部と合同で学びの姿勢に

対する意識を喚起 

・生活委員会によるポスター製   

 作 

・スマホ安全教室の開催(１年

生) 

・生徒指導通信での呼びかけ 

具

体

的

な

取

組

状

況 

・班長会議の継続と業務負担軽

減に向けた会議時間短縮や方

法の検討。 

・熊対策を含めた新たな危機管

理マニュアルの作成。 

・ＰＴＡ会報の充実や各分掌と

連携した部活動や進路実績の

ＰＲ活動の推進。 

・コロナ禍後の各種儀式の在り

方の弾力的な運用。 

・働き方改革を意識した諸会議

の運用方法の検討。 

・日々入力のためのマニュアル

やルールを整備し、学年の担

当者が細かなチェックや声か

けを行った。 

・シラバス通りに処理をするこ

と、修得の判断を教科として

行うこと等について、教科主

任を通して周知した。 

・第１学年の生徒を対象として

「スマホ安全教室」を実施し

た。映像教材やペアワークを

取り入れて、当事者意識を持

たせるように工夫した。 

・日頃の指導やポスター、あい

さつ運動などで、規律ある生

活態度や学習環境の美化を呼

びかけた。 

・生徒指導通信で全校生徒にネ

ット使用について注意喚起し

た。 

達

成

状

況 

各種行事の在り方や儀式の在り 

方について前例に全てはとらわ 

れず、場面に応じて職員や保護 

者等の意見を踏まえてメリハリ 

をつけた。 

日々入力により出欠処理にかか 

る負担は軽減されたが、第３回 

考査の段階で第１回と第２回で 

不適切な成績処理があったこと 

が判明した。 

指導や呼びかけに素直に応じ、 

自ら考えようとする生徒が多い 

が、なお継続的な指導と支援が 

必要である。 

自

己

評

価 

概ね計画してきた事業は達成で

きている。今後は働き方改革を

意識して職場環境の改善を図る

ために、より一層会議等の在り

方や方法を検討する必要があ

る。また、ＰＴＡや諸関係機関

との連携を深めることは生徒に

良い形で還元されるので、より

一層ＰＴＡ活動等充実させた

い。 

・日々入力の移行により、出欠

の処理は業務軽減と正確さに

結びついた。 

・評点算出の仕組みが理解不足

の教員が数名いた。 

・大多数の生徒達に、規律ある

生活態度で学校生活を送ろう

とする姿勢が見られる。 

・ネットの不適切利用が発生し

ておらず、悪質なスマホ使用 

ルール違反も起きていない。 

Ｂ Ｂ Ａ 
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 ４ ５ ６ 

項 

目 

進路指導について 

・進路行事、進路情報等 

特別活動について 

・学校行事や部活動等 

情報管理について 

・授業や校務での ICT活用等 

具

体

的

な

目

標 

・自主的な家庭学習習慣定着。 

・面談や進路行事を通した生徒

個々の適性把握支援。 

・学年、教科、部活動の連携と

情報交換による学力の向上。 

・入試制度や新学習指導要領の

分析と対策・情報の提供。 

・さらなる、学習と部活動等の

両立、他人を思いやる豊かな

人間性を育む。 

・生徒自らが率先して各活動・

学校行事に参加するよう促

す。 

・百問繚乱の導入による採点業

務の軽減 

・職員、生徒ともに、授業に 

ＩＣＴを積極的に取り入れ活

用しながらリテラシーを身に

付ける。 

目

標

達

成

の

方

策 

・長期休業中講座の精選・習熟

度別講座の実施。 

・学力分析会や校内外研修会の

企画・運営・斡旋・奨励。 

・ＨＰや Classiを用いた進路通

信等の定期的な発信。 

・部活動について、目標は各部

顧問に一任するが、生徒が達

成感を得られるものにする。 

・運動会や玲瓏祭は生徒会を中

心に企画・運営を行い、生徒

自ら率先して参加できるよう

にする。 

・百問繚乱の利用環境を整え

る。 

・職員研修を行い、さまざまな

サービスの使用方法や活用例

を知ることで、授業に取り入

れやすくする。 

具

体

的

な

取

組

状

況 

・長期休業中の講座を習熟度別

に選択できるようにした。 

・４月の進路検証会を新設し、

生徒の成績推移や進路状況等

の共有を図った。 

・進学指導に関わる校内研修会

を、外部講師を招聘して３回

実施した。 

・予備校主催の教科指導講座等

への参加を奨励した。 

・進路情報を定期的に発信。 

・各部活動では、いろいろな取

組をしている。 

・三大行事（運動会、玲瓏祭、

クラス対抗）と芸術鑑賞教室

やボート教室は、生徒会や部

活動を中心に行動している。 

・前期に５回、小規模ながら職

員研修を実施した（年度内に

FigJam と Canva を扱う研修を

もう数回実施する予定。） 

・公開授業の際にＩＣＴを意図

的に取り入れ、活用方法の共

有を図った。 

達

成

状

況 

夏期・冬期講座の運営は概ね良

好である。進路検証会を通じ

て、本校生徒の現状や課題を全

職員で共有した。校内研修会の

参加者数は予想以上であり、予

備校研修も８名の教職員が参加

し、研修内容を他教職員に還元

することができた。 

人数が少ない部活動でも、他校

との連携や県外での練習試合を

増やすなどの工夫によりレベル

アップに努めている。玲瓏祭は

企画を増やすなどで昨年より活

気あるものとなり、一歩前進し

た。生徒会中心で生徒自ら考え

行動できるものとなっている。 

百問繚乱は多くの職員が活用し

ていた。研修については、参加

者は新たな知識・技術やサービ

スの内容を知ることで、授業等

への活用などに結びつけること

ができたが、参加人数は毎回非

常に少なく、今後は研修部等と

の連携が必要である。 

自

己

評

価 

東北大学ＡＯⅡ入試で５名が合

格し、国際教養大学グローバル 

セミナー入試で３名が合格し

た。いずれも昨年度を上回る結

果であり、今年度の方策による

一定の成果と考える。 

各部活動の成績が向上している

ことから、昨年以上に生徒が達

成感を得られている。生徒会を

中心に、生徒の意欲・意識が高

く、生徒の主体性を尊重して各

種行事を実施することができ

た。主体的に考え、行動できる

力が発揮された。 

研修、公開授業ともに、業務の

合間をぬった日程での開催であ 

ったため、参加者は毎回数名

で、職員全体でのリテラシー向

上には結び付いていない。ＢＹ

ＯＤ移行後「買ったのに使って

いない」とならないよう、今後

も積極的な取組が必要である。 

Ａ Ａ Ｂ 

（評価基準）Ａ：具体的な活動がなされ、目標を達成できた。 

Ｂ：具体的な活動はなされているが、目標は達成できていない。 

Ｃ：具体的な活動がなされておらず、目標も達成できていない。 
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令和６年度学校関係者評価委員による評価 

秋田県立本荘高等学校全日制課程 

 １ ２ ３ 

項 

 

目 

校務一般について 

・ＰＴＡ、同窓会、地域連携等 

学習指導について 

・授業研究等 

生徒指導について 

・基本的生活習慣等 

学 

校 

関 

係 

者 

評 

価 

委 

員 

の 

意 

見 

・ 

感 

想 

・ 

提

言

等 

 

○保護者の進学への意識向上を

積極的にはかってほしい。 

 

○校務全般にわたりスムーズに

運営されている。校舎全体に

照度不足と教室床材の摩耗が

目立った。 

 

○コロナ禍以来、行事・儀式等

のあり方が大きく変わり、戻

らないものも多く残念です

が、先生方・保護者にお任せ

するしかないですね。 

 

○ＰＴＡや諸関係機関との連携

が深まっているようで、生徒

さんたちも安心して学校生活

を送れることと思います。 

 

○かなり長期間、外部評価に携

わって来たが、最近になっ

て、不断の改善活動が見えて

来た気がする。情報伝達手段

の話かも知れないが、「良

好」と考える。 

 

○学習指導要領の趣旨も大切で

すが、生徒の実情を見据え

て、適切に対応して欲しい。 

 

○授業参観し、各先生方がそれ

ぞれのスタイルで熱心に指導

されていた。 

 

○授業参観させていただき、魅

力的な授業が多かったです。

生徒の学習意欲を感じまし

た。 

 

○各教科においての授業研究が

なされていると感じました。 

 

○授業研究などのＦＤ活動が低

調と理解した。原因の分析と

対策が必要と考える。 

 

○あいさつの大切さ。 

周囲を見渡せることを指導し

て欲しい。 

スマホ見ながら歩く生徒が多

い。 

 

○規律ある生活態度の確立や校

内でのスマホ対策が上手に行

われている。家庭でのスクリ

ーンタイム対応として、全生

徒に２２時までの利用制限を

提案したい。 

 

○整容面もきちんとされており

ます。本高の女子生徒の（伝

統の）ロングヘアは、自由の

象徴なので、大切にして欲し

いと思っています。 

 

○日頃の指導により、規律ある

生活習慣が身につけられてい

ると思います。スマホの使用

についても注意の喚起が行き

届いていると感じました。 

 

○分掌シートの内容、アンケー

ト結果から、「良好」と評価

できる。伝統的な指導継続の

賜物と考える。 

 

評 

価 
Ａ Ａ Ａ 
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 ４ ５ ６ 

項 

 

目 

進路指導について 

・進路行事、進路情報等 

特別活動について 

・学校行事や部活動等 

情報管理について 

・授業や校務での ICT活用等 

学 

校 

関 

係 

者 

評 

価 

委 

員 

の 

意 

見 

・ 

感 

想 

・ 

提

言

等 

 

○文系・理系の進路選択をしっ

かり１年生からできるように

して欲しい。 

 

○学力向上に努め３年間で目標

達成出来ることを評価する。

選択試験対策に全職員が分担

してあたった点もよかった。 

 

○努力の成果があり、良い結果

が出たことは、大変喜ばしい

ことです。 

 

○全職員で研修し、生徒さんの

現状等を把握なさり、そして

結果に結びつけていると感じ

ました。 

 

○敬服すべき実績であり、自己

評価は妥当と考える。 

 

 

○メリハリのある活動を！ 

 生徒が考えて自分の力で！ 

 

○限られた時間内によく活動

し、生徒の成長に良き影響を

与えている。 

 

○部員減少で大変そうですが、

（少子化の為大変ですが）工

夫されているようです。生徒

との関りもご苦労と思いま

す。 

 

○日頃のご指導により、各部活

動の成績向上、また意欲、意

識の向上が多くの場面で見ら

れていると感じました。 

 

○分掌シートの記述をアンケー

ト結果から確認した。良好と

見做せ、自己評価は適切であ

る。 

 

 

○基礎力を定着させるために積

極的に活用して下さい。 

 

○ＩＣＴの活用向上は順調に推

移している。ＢＹＯＤの開始

後の教科書選定につき研究を

要する。 

 

○学校からの通信や連絡をＷＥ

Ｂ配信にまで発展しないこと

を祈りますが、近いうちにそ

うなるのでしょう。人間形成

を忘れないで欲しいと思って

います。 

 

○新たな知識、技術、サービス

を授業等への活用に結びつけ

るまでが大変そうに感じまし

た。 

 

○生成ＡＩなどへのリテラシー

を教育すべき時代である。危

機感を持って取り組むべき高

大連携事業かもしれない。 

 

評 

価 
Ａ Ａ Ｂ 

 

（評価基準）Ａ：具体的な活動がなされ、目標を達成できた。 

Ｂ：具体的な活動はなされているが、目標は達成できていない。 

Ｃ：具体的な活動がなされておらず、目標も達成できていない。 

 

◎その他のご意見等 

○授業は基礎力の徹底、受験は業者の積極的活用。先生方のスキルの差がありすぎると思います。 

○本荘高校には優秀な生徒を育てる役割だけでなくプラスαを期待します。キャリア教育の土台となる

「高い志」や「生涯学び続ける」を身につけさせ、卒業後も伸びしろのある人材として輩出して欲しい

と願います。 

○資料だけでは、正直評価させていただくのは非常に難しいことです。なので、日頃の先生方のご努力を

思えば、私としてはすべて「Ａ」評価となりまして、以上のようにさせていただきました。 

○ＰＤＣＡに係る分掌評価シートが刷新され、分かり易くなった。大きな前進であり、外部評価が容易に

なったことはありがたい。ＫＰＩが示されるともっと良い。働き方改革に係る業務のＤＸ化の深化に多

少の心配があるので、何らかの対策を要するのではないか？ 

 

 


